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●井口はじめプロフィール
・1982年7月12日生まれ/B型令和２年１０月現在、３８歳
・大阪府大阪市生まれ、大阪府吹田市育ち
・小・中・高とクラブ活動はバスケットボール部に所属
・関西学院大学法学部法律学科卒業
・大学時代のバイトは「くら寿司」に勤務
・医療機関専門のＷＥＢサイト制作会社に勤務
・３０歳を機に、市議選のお手伝いで来た丹波市へ移住
●2012年12月：丹波市入り。株式会社みんなの村の社員になる。
●2013年1月：丹波市で初めてとなるシェアハウス“みんなの家”を
立ち上げる。丹波市のシェアハウスムーブメントの先駆けに。
●2013年4月：丹波市山南町南中に世帯主として村入りする。ま
た、丹波市消防団に入団。フォークリフトの運転免許取得。
●2013年9月：みんなの家を法人化、株式会社みんなの家を設立、
代表取締役に就任。丹波市商工会入会。
●2014年8月：調理師免許取得。
●2015年4月：丹波市の移住相談窓口業務（現たんば“移充テラ
ス”運営業務）を株式会社みんなの家が受託。
山南町南中の隣保長、人権学習委員を受ける。
●2015年8月：結婚。
●2015年10月：長女誕生。
●2016年4月：丹波市の移住相談窓口業務（現たんば“移充テラ
ス”運営業務）を株式会社みんなの家が受託。二年目。
山南町岩屋へ引っ越し、岩屋へ村入り。
●2016年7月：ふるさと丹波市定住促進会議の会員になる。
●2016年11月：丹波市議会議員選挙に出馬、落選。
●2017年4月：丹波市の移住相談窓口業務（現たんば“移充テラ
ス”運営業務）を株式会社みんなの家が受託。三年目。
●2018年3月：長男誕生。
●2018年4月：丹波市の移住相談窓口業務（たんば“移充テラス”
運営業務。ふるさと丹波市定住促進会議と事業を統合）を一般社団
法人Beが受託、統轄業務等の後方支援を行う。
●2018年5月：移住相談をきっかけに発起人となりＷＥＢ制作、Ｐ
Ｒ事業を手がける「株式会社ニュービレッジ計画」を設立。
●2019年10月：居住地域（岩屋）の焼尾神社の宮当人を受ける。
●2020年4月：3社連名（一般社団法人Be、株式会社ニュービ
レッジ計画、株式会社LocalPRPlan）で丹波市移住相談有限責任
事業組合を結成、丹波市の移住相談窓口業務（たんば“移充テラス”
運営業務）を受託。サイト・SNSの運営企画、統轄業務の後方支援
を行う。
居住地域（岩屋）の公民館係副主事を受ける。
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井口はじめ後援会
丹波市柏原町柏原1934‐2
080‐2434‐7122

ご意見・後援会のお申し込み

井口はじめ後援会に入会しませんか？
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私は、丹波市の移住相談窓口業務を2015年から3年間「株式会社みんなの家」で民間受託し、子育て
世代の移住を促進して参りました。しかし、どれだけ若い世代がより良い環境を求めて丹波市に移住
したいという相談を受けても、移住施策として市内の空き家を紹介し、市内の求人を紹介するだけで
は、移住できない現実を沢山目の当たりにしてきました。地域に入り、地域を知る中で市内の子育て
世代が満足いく暮らしができていない現実も。移住施策には限界があり、全ての子育て世代が魅力を
感じる、親の環境で子どもの未来が左右されない支援が、市としての政策が必要不可欠であると痛
感しました。
我々の子ども世代が生涯丹波市で暮らし続ける為には、現状、徐々に減少している内需だけに頼らな
い、市内外を問わず、日本で、世界で通じる企業づくりへの支援が必要不可欠です。
これまで数多くの企業のPR事業を支援して参りましたが、PR以前に打つべき手が整っていて始めて
期待以上の成果が生まれるのではないでしょうか。そうした企業の底支えとなるべく、新たな仕組み
やアイデアをかき集め、提供し、実際に主力となる商品やサービスを携え、世界に通用する企業を育
てる土台づくりを推進していく政策もまた、今だからこそ必要なのではないでしょうか。

「若い人が政治の世界に立つべきだ」と年代問わずお聞きする意見の一つで
す。「なぜ若い人間が立つべきか？」と言えば皆、明るい未来に繋がる気がす
るからだと感じています。
しかし今、果たして我々より若い世代に、政治を前向きに捉えられる若者はど
れだけいるでしょう？政治にまつわる単語を耳にすれば大人でさえも疎まし
く感じるのが現実ではないでしょうか。
井口は私にとって移住してきたIターン者の中で地元の人よりも地元を知り、
地元の人間では思いつかないアイデアをくれる人物です。彼が思い描く政治
は、多くの人にとって自分達の町、丹波市を好きにさせる予感がするのです。
何卒皆様のご支援を賜りたく
井口はじめ後援会へのご入会をお願い申し上げます。

井口はじめ後援会代表 竹内吉崇（たけうち よしむね）
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